
取ÿ組ô推進項目調書

W5
�担当課Àþ甮望Á·ØÔ÷ã�国橑画（2#*ル�バメン3実行橑画）à
ýÿ優先的à取ÿ組õîÂ÷ãàÙ¹Û�ンラ�ン化�ÌÔ�

疖痕７年度

実績数
３

（W3実績）

疖痕８年度 疖痕９年度

２ 自治体DXの推進による業務効畝化

W6

�施策評価（重点的方針）ã実施à·Ôÿ�疖痕６年度Àþ�毎年�政策評
価委員会（外部委員）ýÿ意見�聴取Î�方法à見直ÌÔ�
�安全安心óÖÚÄÿ櫄檂会ä�構成団体ã疵橂促進Ý¹»当初ã設置目
的�達成ÌÔÈÝÀþ廃止ÝÌÔ�
�MUJ�達成Î�Ôöàä�各部署à¿¹Û櫤務ã効畝化à対Î�意識�
持ÙÈÝÁ重甮Ü·��ÒãÔö�各課Á毎年更新�ÌÛ¹�行政評価
�基礎評価�作成時à事櫤ã在ÿ方�再点検Î�ý»à依畁Ì�適切ß行
政評価"$1ムã運用�図��

関 疵 課 全課

W5
�環櫉浄化推進員�廃止Ì�青少年社会環櫉浄化活動関樲橊費�青少年
育成地域活動事櫤à統合ÌÔ�

目 標

成果
指標

年度

手続Â数
（件）

取ÿ組ô実績

実績数
11

（W3実績）
59 82

W6

�町公式OJSEã導入à伴¹��ンラ�ン移住相談会ù法畜相談ã予約�
広報板橁示ã申込ßÞ÷�ンラ�ンÜÜÂ�ý»àßÿ�MUJ�達成Ì
Ô�
�住民票ù印鑑登痒証明書ã�ンビニ交付ä�全体ã約20％ã割合�占
ö�町民ã畏便性Á向上Ì�職員ã櫤務負担Á橔減Ê�Û¹��

190

行政手続Âã�ンラ�ン化（戦畡MUJ）

11
（W3実績）

30 60 100 140

疖痕８年度 疖痕９年度基準値 疖痕５年度 疖痕６年度

取 ÿ 組 ô 内 容
�マ�ĵンバ�等�活用ÌÔ電子手続Âã推進ãðÀ�新庁舎íã移転�視野à
入�Ô櫤務等ã2#*ル化�進ö��

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度

基 本 方 針 １ 組織疄ã櫋化

個 別 項 目 （１） 櫤務ã効畝化

　町民 �ビ$ã向上�図�Ôö�JCY�活用ÌÔ手続Âù櫤務ã効畝化�進öóÎ�
　óÔ�新Ôß総合橑画à基Ú¹Ô行政評価àýÿ�櫤務ã課題等�踏ó½事櫤ã見直ÌÁ可能
Ýß�仕組ôÝÌóÎ�

取 り 組 み 事 項 １ 行政評価による事業の再編・整畔

主 体 課 企画政策課 関 疵 課 全課

取 ÿ 組 ô 内 容
�櫤務ã効畝化�進ö�Ôö�事務事櫤ã見直Ìù$�ラ.プ
ン4ビル4ã徹底
ßÞÁ可能Ýß�ý»�行政評価"$1ム�見直Î�

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

取ÿ組ô実績

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

疖痕９年度

10３
（W3実績）

2 4 6 8

基準値 疖痕５年度 疖痕６年度

主 体 課 2#*ル推進室

1

疖痕７年度 疖痕８年度

事櫤数
（事櫤）

目 標

成果
指標

年度

事櫤ã統廃合数（疔橑値）

2

取 り 組 み 事 項

行政評価システ

ムの見直し・改定 行政評価システムの運用と、予算への反映

行政評価システム

の検証・見直し

業務・手続きのICT化の検討及び実施

新庁舎への移転を見据えた

業務・手続きのICT化の検討及び実施

新庁舎への移転を見据えた

業務等のデジタル化の検討

1



取ÿ組ô推進項目調書

　町民 �ビ$ã向上Ý組織疄�櫋化Î�Ôö�人事交畣ù職員研修�人事評価等àýÿ人的資
源ã能疄�向上ÊÐóÎ�
　óÔ�新庁舎íã移転�視野à�職場環櫉ù働Â方�見直Ì�組織ù櫤務ã資質向上àÙßÇ
óÎ�

取 り 組 み 事 項 3 人事交畣や研修、人事評価による職員資質の向上

主 体 課 総務課 関 疵 課 全課

基 本 方 針 １ 組織体制ã櫋化

個 別 項 目 （２） 職員能疄ã向上

取 ÿ 組 ô 内 容
�積櫧的ß人事交畣ù職員研修機会�充実ÊÐ�職員資質�向上ÊÐ��
�新庁舎íã移転�視野à�職場環櫉ù働Â方�見直Î�

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度目 標

成果
指標

市町村研修&ン*�等Ü受講ÌÔ人数

年度 基準値 疖痕５年度 疖痕６年度

1,350
人数
（人）

1,290
（W５実績）

1,290 1,305 1,320 1,335

主 体 課 総務課 関 疵 課 全課

取 ÿ 組 ô 内 容
�働Â方à対Î�意識改革等àýÿ�職員ã働Â方�見直Ì�ワ���ラ�フ�バラ
ン$�実現Î��

�市町村研修&ン*�ã研修�äÍö�庁内研修ùkラ�ニン�研修ßÞ�
職員Á積櫧的à受講Ì�MUJ�達成ÌÔ�
�ÒãðÀ�国県等íã職員派遣÷実施Î�ÈÝÁÜÂÔ�

取 り 組 み 事 項 ４ 働き方改革の推進

備 考 ※疖痕５年度実績�基準値ÝÌ�目標人数�修正

取ÿ組ô実績

実績数
1,290
（W５実績）

1,290

W6

1,400

W5

�市町村研修&ン*�研修117人�Òã他ã研修1,173人Á受講ÌÔ�
�市町村研修&ン*�研修àÙ¹Ûä�新樹�ロĵ��ル$感染症ã５疕
移行àýÿ�研修Á通常開催Ê��前年度Ý比較Î�Ý多Äã職員Á積櫧
的à受講ÌÔ�

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

目 標

成果
指標

年次有檩檗暇ã平櫭取得日数

年度 基準値 疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

取得日数
（日）

8.48
（W４実績）

10 12 12 12 12

W6

備 考
※二檚町次世代育成支援対策檘è女性活躍推進法à関Î�特定事櫤主行動橑画à疖痕
6年度óÜã目標値Á示Ê�Û¹��
※次期特定事櫤主行動橑画策定後�疖痕7年度以降ã目標値�修正Î��

取ÿ組ô実績

実績数
8.48
（W４実績）

10.28 10.82

�年檗取得日数ä前年度Ý比較Î�Ý増加ÌÛ¹�Á�MUJ達成àä至þ
ßÀØÔ�
�引Â続Â�年次有檩檗暇ã取得促進�図��

W5
年次有檩檗暇Ý特別檗暇�組ô合�Ð�ßÞÌÛ�疵続檗暇ã取得促進
�行ØÔ�

人事交流や職員研修機会の充実

新庁舎への移転を見据えた

職場環境等の課題の抽出

課題に応じた研修等の実施

人事交流や職員研修機会の充実

新庁舎への移転を見据えた

職場環境等の課題の抽出

課題に応じた研修等の実施

人事交流や職員研修機会の充実

新庁舎への移転を見据えた

職場環境等の課題の抽出

課題に応じた研修等の実施

人事交流や職員研修機会の充実

新庁舎への移転を見据えた

職場環境や働き方の検討

職場環境等の課題の抽出

課題に応じた研修等の実施

2



取ÿ組ô推進項目調書

W5
疖痕5年度ä�ロĵ対応交付櫾檘è物価高騰対応ã交付櫾�除¹Ô事櫤
数ÝÌÔ�

W6

�疖痕6年度à¿¹Û÷�物価高騰対応重点支援地方創生疌時交付櫾�除
¹Ô事櫤数ÝÌÔ�
�MUJä達成Ê�Û¹�Ôö�今後÷�国�県檘è民間等ã補助櫾�適切à
活用Î�ÈÝÜ財源�確保Î��

W6

取ÿ組ô実績

実績数
97.94
（W３実績）

98.27 98.13

�収納畝ä前年ýÿ低ÀØÔÁ�MUJä達成ÜÂÔ�
�収納畝向上à向Æ�市町村税務職員研修派遣制度�活用Ì県税事務所í
税務課ã職員�派遣Ì�徴収事務ã$�ル
.プÝ知識ã習得�向上�
図ØÔ�

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度

基準値 疖痕５年度 疖痕６年度

疖痕９年度

W5

基 本 方 針 ２ 財政基盤ã櫋化

個 別 項 目 （１） 財源ã確保

　適正ß課税Ý収納畝ã向上àýÿ�税負担ã公平性�確保Î�ÝÝ÷à�適正ß受益者負担àý
�財源ã確保à努öóÎ�
　óÔ�事櫤ã実施à際Ì�民間�含õ補助櫾�積櫧的à活用Î�ßÞ�新Ôß財源ã確保à努ö
óÎ�

取 り 組 み 事 項 ５ 収納の強化

主 体 課 税務課 関 疵 課
福祉保険課�高疥介護課�ÈÞ÷支援課�
下水道課

　 97.94～
98.44

取 ÿ 組 ô 内 容 �滞納整畔事務ã能疄向上�図ÿ�収納ã櫋化àÙßÇ��

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

目 標

収納畝（疖痕３年度�基準）

年度 基準値 疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

成果
指標

　 97.94～
98.44

取 ÿ 組 ô 内 容 �国�県檘è民間等ã補助櫾�適切à活用Î�ÈÝÜ財源�確保Î��

主 体 課 財務課 関 疵 課 全課

収納畝
（％）

97.94
（W３実績）

　 97.94～
98.44

　 97.94～
98.44

　 97.94～
98.44

取 り 組 み 事 項 ６ 新たな財源を活用した財政運営

�税制改正à伴¹�ャ."ュレ$決済�導入ÌÔ�
�他部署Ý疵橂Ì�滞納者íã滞納処分�積櫧的à実施ÌÔ�

備 考
※県�国Àþã負担櫾ù委託櫾ä含óß¹�óÔ�予算上à現�ß¹市町村振櫙櫄会Àþ
ã広域行政助成事櫤等÷含óß¹�
※基準値ä疖痕4年度実績Àþ�ロĵ対策関樲ã交付櫾�除¹Ô事櫤数�

疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

事櫤数
（事櫤）

63
（W4実績）

65 67 69 71 73

目 標

成果
指標

補助櫾活用事櫤数

年度

取ÿ組ô実績

実績数 63
（W4実績）

60 72

収納事務等の専門性強化

滞納情報等の情報共有の推進

行政評価や予算査定等の機会を活用した啓発

予算査定時の課題点のフィードバックによる事業及び予算要求の精査

行政評価や予算査定等の機会を活用した啓発

予算査定時の課題点のフィードバックによる事業及び予算要求の精査

3



取ÿ組ô推進項目調書

W5
�百合Á檔痊人橀ã家（新館�檪館）�統合Ì�百合Á檔2丁目会館ÝÌÛ
改築ÌÔ�

W5 檪ホ1ル跡地ä�福祉会館用地ÝÌÛ行政財産à所管替½ÌÔ�

未畏用地（普通財産・行政財産）の有効活用の検討

主 体 課 財産橊営課 関 疵 課 ÈÞ÷支援課

1 2 3

取 ÿ 組 ô 内 容
�未畏用町有地àÙ¹Û�公櫂施設ã再編Ý併ÐÛ�適切à活用ÜÂ�ý»à研
檤�進ö��

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

基 本 方 針 ２ 財政基盤ã櫋化

個 別 項 目 （２） 施設�財産ã適正管畔Ý統廃合

　公櫂施設再配置�町有地有効活用実施橑画à基ÚÂ�公櫂施設ã適切ß維持管畔�行¹óÎ�

取 り 組 み 事 項 ７ １地区１地域集会施設化

主 体 課 財産橊営課 関 疵 課 町民課

68,729
（W３実績）

68,589 68,449

取 ÿ 組 ô 内 容
�人口減少�見据½Ô地域集会施設ã適切ß維持管畔橊費�確保Î�Ôö�必甮
ß施設ã改修Ý１地樄１地域集会施設化�進ö��

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

68,310 68,170 68,030
施設面積
（㎡）

0

4

目 標

成果
指標

年度 基準値 疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度

公櫂施設ã延床面積（㎡）（戦畡MUJ）

疖痕９年度

W6

�地域集会施設àÙ¹Ûä�施設名称Ý畏用実態Á整合ÌÛ¹ßÀØÔÔ
ö�名称檘è施設運営交付櫾ã統一à向Æ�地樄Ýã櫄檂�実施ÌÔ�ó
Ô�各施設ã不樍合等àÙ¹Û修繕�実施ÌÔ�
�町民温水プ�ル�廃止ÌÔÈÝà伴¹�MUJä達成ÌÛ¹�÷ãã�全
Ûã地樄Ü�1地樄１施設�実現Î�àä時間�甮Î�Ôö�今後÷地樄
Ýã櫄檂�積櫧的à進öÛ�早期実現à努öÛ¹Ä�

取ÿ組ô実績

実績数
68,729
（W３実績）

68,607 66,570

取 り 組 み 事 項 ８

備 考 国畞小児病院跡地�東檼大学果樹園跡地�檪ホ1ル跡地�正泉寺跡地

目 標

成果
指標

大橪模未畏用町有地ã活用（活用方針ã決定）（疔橑値）

年度 基準値 疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

決定数
（箇所） 0 0

W6

�活用方針�決定Î�àä至þßÀØÔÁ�町民温水プ�ル跡地檘è国畞
小児病院跡地àÙ¹Û� �ン2�ン�樹市場調査�実施Ì�今後ã活用
ã方向性�明確àÎ�ÈÝÁÜÂÔ�
�今後� �ン2�ン�調査�基à�活用àÙ¹Û樍体的ß検討�進öÛ
¹Ä�

取ÿ組ô実績

実績数 0 0

地域との協議の実施

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画の進行管理

地域との協議の実施

改修作業の実施

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画の進行管理

4



取ÿ組ô推進項目調書

W5
�町民活動推進補助櫾ã甮綱改正�行¹�申請�一部簡素化Ì�交付上限
回数�増ùÌÔ�
�社会福祉櫄檂会à身櫽ß余暇��4�配架Ì�情報櫂有�図ØÔ�

W5

�神奈川大学法学部�対象à�町ã事櫤àÙ¹Ûã講橿ù職員採用ã案
内等�実施ÌÔ�
�包括櫄定àýÿ�二檚郵便櫥àÛ櫥員�対象à認知症 ポ�*�申成講
座�開催ÌÔ�取ÿ組ô実績

実績数
14

（W４実績）
18 19

�新Ôà�防災フ�
�防災関疵事櫤者ù防災櫄定締結団体�自衛隊�女
性防災隊ßÞÝ疵橂Ì�湘南àãôùê�ÊÝóÙÿÝ合�ÐÛ一般甿
場者�対象à開催ÌÔ�
�広域疵橂事櫤ã洗¹出Ì�行¹�MUJã見直Ì�行ØÔ�

W6

W6

取ÿ組ô実績

実績数
32

（W4実績）
25.9 23.3

�申請様式�一部簡素化ÌÔÈÝà伴¹�$*�3支援団体Á１団体Àþ２
団体à増½Ô�
�MUJã達成äÌßÀØÔÁ�町民活動団体Á畏用ÌÛ¹�町民活動 
ポ�3&ン*�交畣ル�ムã畏用件数ä前年度ýÿ増加ÌÔ�
（W5：１５１件�W6：１６１件）

取 り 組 み 事 項 10 広域疵携や産官学疵携の推進

主 体 課

基 本 方 針 ３ 多様ß主体Ýã疵橂ã櫋化

個 別 項 目 （１） 町民団体�民間事櫤者等Ýã疵橂

　地域等Ü主体的à活動ÌÛ¹�公益性ã高¹地域活動à対Ì�Òã事櫤費àÙ¹Û財政的支援
�行ØÔÿ�団体間ã交畣�促進Î�仕組ô�構築ÌÔÿÎ�ßÞ�適切ß支援�実施ÌóÎ�
　óÔ�広域�産官学疵橂等�推進Î�ÈÝÜ�櫤務ã効畝化�図ÿßÁþ町民 �ビ$ã向上�
図ÿóÎ�

取 り 組 み 事 項 ９ 町民や町民活動団体の自主的な活動に対する適切な支援

主 体 課 町民課 関 疵 課 福祉保険課�生涯学習課

32
（W4実績）

32.5 33

取 ÿ 組 ô 内 容
�自主的ß町民活動�促進Î�Ôöã支援制度�見直ÎÝÝ÷à�団体活動ã周
知ù人材確保à資Î�取ÿ組ô�行»�

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

33.5 34 34.5
参加割合
（％）

目 標

成果
指標

年度 基準値 疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度

地域活動à参加ÌÛ¹�人ã割合（戦畡MUJ）

疖痕９年度

企画政策課 関 疵 課 全課

16 17 18

取 ÿ 組 ô 内 容 �疵橂団体Ýã疵橂効果Á望ö�新Ôß事櫤àÙ¹Û検討Î��

$ � # ュ � ル
取 ÿ 組 ô 項 目

疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

19

目 標

成果
指標

疵橂事櫤数

年度 基準値 疖痕５年度 疖痕６年度 疖痕７年度 疖痕８年度 疖痕９年度

事櫤数
（件）

14
（W４実績）

15

町民活動推進補助金

制度の見直し
新たな補助金制度の実施

社会福祉協議会とも連携した団体活動の周知（身近な余暇ガイド等の活用）

連携事業の把握

連携事業の検討・実施

町民活動推進補助金

制度の見直し
新たな補助金制度の実施

社会福祉協議会とも連携した団体活動の周知（身近な余暇ガイド等の活用）

5


